
条

約

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
二
条

１

こ
の
条
約
は
、
対
象
と
な
る
経
済
活
動
部
門
の
全
て
の
労
働
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
関
係
の
あ
る
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
可
能
な
限
り
初
期

の
段
階
に
お
い
て
協
議
し
た
上
で
、
特
別
の
困
難
が
存
在
す
る
限
ら
れ
た
種
類
の
労
働
者
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
一

部
又
は
全
部
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
国
際
労
働
機
関
憲
章
第
二
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
提
出
す
る
こ
の
条
約
の

適
用
に
関
す
る
第
一
回
の
報
告
に
お
い
て
、
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
こ
の
条
約
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
と
し
た
限

ら
れ
た
種
類
の
労
働
者
を
当
該
除
外
の
理
由
を
付
し
て
記
載
し
、
ま
た
、
そ
の
後
の
報
告
に
お
い
て
一
層
広
範
な
適

用
の
た
め
の
進
展
を
明
示
す
る
。

第
三
条

こ
の
条
約
の
適
用
上
、

⒜

「
経
済
活
動
部
門
」
と
は
、
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
全
て
の
部
門
（
公
務
を
含
む
。）を
い
う
。

⒝

「
労
働
者
」
と
は
、
全
て
の
被
用
者
（
公
的
機
関
の
被
用
者
を
含
む
。）を
い
う
。

⒞

「
職
場
」
と
は
、
労
働
者
が
作
業
を
理
由
と
し
て
所
在
し
、
又
は
行
く
必
要
が
あ
る
場
所
で
あ
っ
て
、
使
用
者

の
直
接
的
又
は
間
接
的
な
管
理
の
下
に
あ
る
全
て
の
も
の
を
い
う
。

⒟

「
規
則
」
と
は
、
権
限
の
あ
る
機
関
に
よ
り
法
的
効
力
を
与
え
ら
れ
た
全
て
の
規
定
を
い
う
。

⒠

「
健
康
」
と
は
、
作
業
に
関
連
し
、
単
に
疾
病
又
は
病
弱
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
す
身
体
的
又
は
精
神
的
な
要
素
で
あ
っ
て
作
業
中
の
安
全
及
び
衛
生
に
直
接
関
連
す
る
も
の
も
含
む
。

第
二
部

国
内
政
策
の
原
則

第
四
条

１

加
盟
国
は
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
照
ら
し
、
か
つ
、
最
も
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
協

議
し
た
上
で
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
一
貫
し
た
国
内
政
策
を
定
め
、
実
施
し
、
及

び
定
期
的
に
検
討
す
る
。

２

１
の
政
策
は
、
作
業
環
境
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
不
可
避
な
危
険
の
原
因
を
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
最
小
限

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
業
に
起
因
し
、
若
し
く
は
関
連
し
、
又
は
作
業
中
に
生
ず
る
事
故
及
び
健
康
に
対
す
る
危

害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
五
条

前
条
に
規
定
す
る
政
策
は
、
措
置
に
関
す
る
主
要
な
分
野
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
限
る
。

⒜

作
業
の
物
的
要
素
（
職
場
、
作
業
環
境
、
器
具
、
機
械
及
び
設
備
、
化
学
的
、
物
理
的
及
び
生
物
学
的
な
物
質

及
び
因
子
並
び
に
作
業
工
程
）
の
設
計
、
試
験
、
選
択
、
代
替
、
取
付
け
、
配
置
、
使
用
及
び
保
守

⒝

作
業
の
物
的
要
素
と
、
作
業
を
遂
行
し
、
又
は
管
理
す
る
者
と
の
関
係
並
び
に
労
働
者
の
身
体
的
及
び
精
神
的

な
能
力
へ
の
機
械
、
設
備
、
作
業
時
間
、
作
業
の
構
成
及
び
作
業
工
程
の
適
合

⒞

十
分
な
水
準
の
安
全
及
び
健
康
の
達
成
に
何
ら
か
の
立
場
で
関
与
す
る
者
に
対
す
る
、
訓
練
（
必
要
な
追
加
の

訓
練
を
含
む
。）、
資
格
付
与
及
び
動
機
付
け

⒟

作
業
集
団
及
び
企
業
並
び
に
そ
の
他
全
て
の
適
当
な
段
階
（
国
の
段
階
を
含
む
。）に
お
け
る
連
絡
及
び
協
力

⒠

前
条
に
規
定
す
る
政
策
に
従
っ
て
労
働
者
及
び
そ
の
代
表
が
適
正
に
と
っ
た
行
為
の
結
果
と
し
て
の
懲
戒
処
分

か
ら
の
、
当
該
労
働
者
及
び
そ
の
代
表
の
保
護

第
六
条

第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
的
機
関
、
使
用
者
、
労
働
者
そ
の
他
の
者
の
責
任
の
補
完

的
な
性
格
並
び
に
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
を
考
慮
し
て
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
こ

れ
ら
の
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
及
び
責
任
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
状
況
は
、
主
要
な
問
題
を
特
定
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
処
す
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
及
び
措
置
の
優
先
順
位
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
並
び
に
結
果
を
評
価
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
全
般
的
な
又
は
特
定
の
分
野
に
関
し
、
適
当
な
間
隔
で
検
討
さ
れ
る
。

第
三
部

国
の
段
階
に
お
け
る
措
置

第
八
条

加
盟
国
は
、
法
律
若
し
く
は
規
則
又
は
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
適
合
す
る
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
の
あ

る
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
協
議
し
た
上
で
、
第
四
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
手
段
を

と
る
。

第
九
条

１

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
法
律
及
び
規
則
の
執
行
は
、
十
分
か
つ
適
当
な
監
督
制
度

に
よ
り
確
保
す
る
。

２

執
行
の
制
度
は
、
法
律
及
び
規
則
の
違
反
に
対
す
る
適
切
な
制
裁
を
定
め
る
。

第
十
条

加
盟
国
は
、
使
用
者
及
び
労
働
者
が
法
的
義
務
に
従
う
こ
と
を
援
助
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
を
指
導
す
る
た
め
の

措
置
を
と
る
。

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
条
約
（
第
百
五
十
五
号
）
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
四
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

条
約
第
二
号

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
条
約
（
第
百
五
十
五
号
）

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
招
集
さ
れ
て
、
千
九
百
八
十
一
年
六
月
三
日
に
そ
の
第
六
十
七
回
会
期
と
し
て
会
合

し
、前

記
の
会
期
の
議
事
日
程
の
第
六
議
題
で
あ
る
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
提
案
の
採
択
を
決
定

し
、こ

の
提
案
が
国
際
条
約
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
て
、

次
の
条
約
（
引
用
に
際
し
て
は
、
千
九
百
八
十
一
年
の
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
条
約
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）

を
千
九
百
八
十
一
年
六
月
二
十
二
日
に
採
択
す
る
。

第
一
部

適
用
範
囲
及
び
定
義

第
一
条

１

こ
の
条
約
は
、
全
て
の
経
済
活
動
部
門
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
関
係
の
あ
る
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
可
能
な
限
り
初
期

の
段
階
に
お
い
て
協
議
し
た
上
で
、
海
上
運
送
業
、
漁
業
そ
の
他
の
実
質
的
で
特
殊
な
問
題
が
生
ず
る
特
定
の
経
済

活
動
部
門
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
一
部
又
は
全
部
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
国
際
労
働
機
関
憲
章
第
二
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
提
出
す
る
こ
の
条
約
の

適
用
に
関
す
る
第
一
回
の
報
告
に
お
い
て
、
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
こ
の
条
約
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
と
し
た
部

門
を
、
当
該
除
外
の
理
由
を
付
す
と
と
も
に
、
除
外
さ
れ
た
部
門
の
労
働
者
に
十
分
な
保
護
を
与
え
る
た
め
に
と
ら

れ
る
措
置
に
つ
い
て
の
説
明
を
付
し
て
記
載
し
、
ま
た
、
そ
の
後
の
報
告
に
お
い
て
一
層
広
範
な
適
用
の
た
め
の
進

展
を
明
示
す
る
。
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